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大崎市岩出山に店を構える「自家製うどん福助」です。地域の皆様に愛される店になるよう願いを込めて
「福助」と名付け、令和 7年 2月にオープンしました。香川県の繁盛店で修業した店主が作るコシのある麺
と透き通った出汁のうどんを提供しております。ほかにも、大崎市産のお米を使ったおにぎり、岩出山の油
揚げを使ったおいなりさん、地元野菜の天ぷらなど、地域の食材を活かしたメニューをご用意しております。
食を通じて地域に貢献できる店を目指し、日々営業しております。	 （詳細は 4ページ）

左から加藤真鈴さん（従業員）、内田優水さん（明希さんの妻）、内田明希さん（代表の息子）、内田和佳さん（代表）左から加藤真鈴さん（従業員）、内田優水さん（明希さんの妻）、内田明希さん（代表の息子）、内田和佳さん（代表）

元気な事業所紹介 自家製うどん福助（玉造商工会）
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研究・検討を重ねた支援事例を発表

商
工
会
経
営
指
導
員
の
経
営
支

援
能
力
の
向
上
及
び
支
援
ノ
ウ
ハ

ウ
の
共
有
を
目
的
に
「
第
二
十
三

回
経
営
支
援
事
例
発
表
会
」
が
、

一
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日

間
、「
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

仙
台
」
を
会
場
に
、
宮
城
県
及
び

県
内
市
町
村
担
当
者
等
の
多
数
の

ご
来
賓
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

県
内
十
一
の
エ
リ
ア
に
複
数
の

商
工
会
で
構
成
す
る
「
伴
走
型
経

営
支
援
研
究
会
」
を
設
置
し
、
物

価
高
騰
や
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、

深
刻
な
人
手
不
足
と
い
っ
た
厳
し

い
経
営
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の

支
援
策
を
検
討
。
発
表
会
で
は
、

販
路
開
拓
や
事
業
承
継
な
ど
、
会

員
企
業
が
抱
え
る
多
様
な
経
営
課

題
に
対
し
、
各
研
究
会
が
行
っ
た

分
析
・
提
案
内
容
、
支
援
プ
ロ
セ

ス
な
ど
、
伴
走
型
支
援
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
成
果
が
紹
介
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
仙
南
Ｂ
エ
リ

ア（
角
田
市
、丸
森
町
、亘
理
山
元
）

の
角
田
市
商
工
会　

石
川
健
太
主

査
に
よ
る
「
正
論
支
援
と
現
実
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
～
日
常
会
話
か
ら
信

頼
貯
金
～
」
が
選
ば
れ
た
。
巡
回

訪
問
を
通
じ
て
築
い
た
「
信
頼
貯

金
」
に
よ
り
、
事
業
者
の
本
質
的

な
課
題
を
把
握
し
、
解
決
へ
導
い

た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
後
の

企
業
支
援
の
模
範
と
な
る
事
例
で

あ
っ
た
。

審
査
員
か
ら
は
「
日
々
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
信
頼
関

係
の
構
築
が
成
果
に
つ
な
が
っ

た
」
と
の
講
評
が
あ
り
、
今
後
は

よ
り
踏
み
込
ん
だ
支
援
へ
の
期
待

が
寄
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
二
日
間
の
発
表
会
に
お

け
る
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
詳
細

は
左
記
の
と
お
り
。

【
最
優
秀
賞
】

〇
角
田
市
商
工
会

（
仙
南
Ｂ
エ
リ
ア
）

（
発
表
者　

石
川 

健
太 

主
査
）

支
援
テ
ー
マ

正
論
支
援
と
現
実
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
～
日
常
会
話
か
ら
信

頼
貯
金
～

【
優
秀
賞
】

〇
遠
田
商
工
会（大

崎
Ａ
エ
リ
ア
）

（
発
表
者　

千
葉 

泰
之 

副
参
事
）

支
援
テ
ー
マ

小
規
模
事
業
者
の
事
業
・
成

長
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
経
営

支
援

〇
東
松
島
市
商
工
会

（
三
陸
Ａ
エ
リ
ア
）

（
発
表
者　

菊
地 

優
仁 

主
査
）

支
援
テ
ー
マ

商
工
会
だ
か
ら
で
き
る
伴
走

支
援

会
員
企
業
の
経
営
課
題
解
決
策
と

会
員
企
業
の
経
営
課
題
解
決
策
と

支
援
成
果
を
発
表

支
援
成
果
を
発
表

︱
経
営
支
援
事
例
発
表
会
︱

︱
経
営
支
援
事
例
発
表
会
︱

【
名
　
　
称
】

く
り
は
ら
北
商
工
会

【
事
務
所
】

若
柳
事
務
所（
主
た
る
事
務
所
）

金
成
事
務
所

栗
駒
鶯
沢
事
務
所

【
会
員
数
】

八
百
五
十
名

（
臨
時
総
会
時
点
で
の
法
定
会

員
数
）

【
合
併
方
式
】

定
款
変
更
方
式
（
吸
収
合
併
）

【
合
併
期
日
】

令
和
八
年
四
月
一
日

若
柳
金
成
商
工
会
（
佐
藤
有
一

会
長
）
と
栗
駒
鶯
沢
商
工
会
（
阿

部
庸
会
長
）
は
、
両
商
工
会
の
合

併
に
向
け
、
令
和
七
年
六
月
に
合

併
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
約
半

年
に
わ
た
る
合
併
協
定
項
目
の
協

議
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
月
四

日
及
び
五
日
に
臨
時
総
会
を
開
催

し
た
。
臨
時
総
会
で
は
、
令
和
八

年
四
月
一
日
を
合
併
期
日
と
す
る

合
併
契
約
や
令
和
八
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
、
合
併
に
関

す
る
五
つ
の
議
案
が
全
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
十
二
月
十
七
日

に
割
烹
「
千
鳥
」（
栗
原
市
若
柳

南
大
通
）
に
お
い
て
合
併
契
約
の

調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
式
に
は
立

会
人
と
し
て
佐
藤
智
栗
原
市
長
が

出
席
し
、
多
く
の
関
係
者
が
見
守

る
中
、
両
商
工
会
長
が
合
併
契
約

書
に
署
名
し
た
。

佐
藤
会
長
は
挨
拶
の
中
で
「
地

域
的
、
経
済
的
、
文
化
的
に
共
通

点
が
多
い
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
、
阿
部
会

長
は
「
固
い
絆
の
も
と
互
い
を
尊

重
し
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
決

意
を
語
り
、
新
商
工
会
の
誕
生
に

向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。こ

の
合
併
に
よ
り
県
内
商
工
会

数
は
三
十
二
と
な
り
、
県
内
で
五

番
目
の
会
員
規
模
を
有
す
る
商
工

会
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

合
併
後
の
商
工
会
概
要
は
次
の

通
り
。

挨拶する佐藤会長（右）と阿部会長（左）

契約書に署名後、握手を交わす三者
（左から佐藤会長、佐藤市長、阿部会長）

最優秀事例を発表した
角田市商工会　石川主査

「
く
り
は
ら
北
商
工
会
」誕
生
へ

「
く
り
は
ら
北
商
工
会
」誕
生
へ

︱︱
若
柳
金
成
・
栗
駒
鶯
沢
両
商
工
会
が

若
柳
金
成
・
栗
駒
鶯
沢
両
商
工
会
が合併

契
約
を
締
結

合
併
契
約
を
締
結
︱︱
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商工貯蓄共済制度

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
成
果
を
検
証
！

〜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
〜

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
支
援
事
業

去
る
二
月
五
日
、
十
六
名
の
会

員
事
業
者
が
参
加
の
も
と
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

本
事
業
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ

る
新
た
な
販
路
拡
大
を
目
指
す
小

規
模
事
業
者
を
対
象
に
、
専
門
家

を
直
接
派
遣
し
て
経
営
戦
略
の
策

定
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等
の

ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
か
ら
、
配
信
方

法
、
各
種
機
能
の
操
作
と
い
っ
た

技
術
的
支
援
ま
で
、
実
際
の
活
用

に
至
る
ま
で
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
業
で
、
平
成
二
十
九
年

度
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加

事
業
者
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
状
況

や
成
果
等
に
つ
い
て
発
表
い
た
だ

い
た
後
、
経
営
戦
略
策
定
を
支
援

し
た
専
門
家
の
デ
ィ
ア
・
テ
ラ
ス

㈱
佐
藤
賢
一
氏
と
、
技
術
的
支
援

を
行
っ
た
㈱
Ｃ
ｏ
ｚ
ｙ 

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ

松
下
涼
氏
か
ら
、
参
加
事
業
者
の

取
り
組
み
に
対
す
る
講
評
や
見
え

て
き
た
課
題
の
解
決
策
等
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
な
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
ま
で

電
話
で
受
け
て
い
た
『
お
取
り
置

き
』
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
移
行
し
た
こ

と
で
、
聞
き
間
違
い
や
メ
モ
漏
れ

な
ど
の
ミ
ス
が
減
少
し
、
正
確
性

が
向
上
し
た
。」
や
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
『
自
動
応
答
』
を
導
入
し
た
こ

と
で
、
作
業
の
手
を
止
め
ず
に
後

か
ら
丁
寧
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
仕
事
の
効
率
が
上
が
っ

た
。」
等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成

果
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

は
、
新
規
顧
客
の
獲
得
や
既
存
顧

客
の
囲
い
込
み
と
い
っ
た
販
路
開

拓
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業
務
の

効
率
化
に
も
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

皆
さ
ん
も
是
非
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
販
路
開
拓
の
取
り
組
み
を

商
工
会
と
と
も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

今後の方向性をアドバイスする佐藤賢一氏

生命保障・貯蓄・融資が一体となった商工会会員（会員の家族および従業員を含む）の共済制度です。
月額掛金　1口 2,000円~30口 60,000円
加入期間　10年間　　5年間
保険金　　年令により1口25万円~100万円
※引受保険会社：ジブラルタ生命保険㈱

将来の資金づくりに最適 手軽に事業資金を調達 家族みんなの確かな安心

価
値
を
高
め
て
適
正
価
格
を
実
現
！

価
値
を
高
め
て
適
正
価
格
を
実
現
！

実
態
調
査
報
告
と
攻
め
の
価
格
戦
略

実
態
調
査
報
告
と
攻
め
の
価
格
戦
略

︱
製
造
業（
食
品
）に
係
る
経
営
講
習
会
︱

︱
製
造
業（
食
品
）に
係
る
経
営
講
習
会
︱

去
る
二
月
十
日
、
十
六
名
の
会

員
事
業
者
等
が
参
加
の
も
と
製
造

業
（
食
品
）
に
係
る
経
営
講
習
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

第
一
部
で
は
、
本
会
が
県
内
食

品
製
造
業
者
約
五
百
社
を
対
象
に

実
施
し
た
「
製
造
業
（
食
品
）
に

係
る
経
営
実
態
調
査
」
の
結
果
か

ら
見
え
た
県
内
食
品
製
造
業
者
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
動
向
等
に

つ
い
て
専
門
家
の
南
條
晃
一
氏
よ

り
解
説
い
た
だ
い
た
。

南
條
氏
は
「
県
内
食
品
製
造
業

の
売
上
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る

一
方
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
に
よ
る
利
益
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
持
続
的
な
成

長
の
た
め
に
は
価
格
転
嫁
に
加

え
、
設
備
投
資
や
広
報
活
動
に
よ

る
外
部
環
境
へ
の
対
応
強
化
が
不

可
欠
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
グ
ロ
ー
カ

ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
今
井
進

太
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
価
格
転

嫁
の
壁
を
突
破
す
る
『
攻
め
』
の

ア
プ
ロ
ー
チ
～
顧
客
離
れ
を
防
ぐ

『
強
み
』
の
伝
え
方
～
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た
。
今
井
氏
は
、

単
な
る
コ
ス
ト
の
転
嫁
で
は
な
く
、

既
存
商
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
ス

ト
ー
リ
ー
性
、
地
域
の
祭
り
や
伝

統
文
化
等
の
体
験
的
な
価
値
を
商

品
に
付
加
し
、
顧
客
の
納
得
感
を

高
め
る
「
バ
リ
ュ
ー
・
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
」
の
考
え
方
を
、
具
体
的
な

事
例
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

ま
た
、
心
理
的
な
基
準
点
を
作

る
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
※
の
活
用

や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
自
社

の
強
み
を
明
確
に
す
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
思
考
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
強
調
さ
れ
た
。

最
後
に
、
広
報
活
動
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
に
対
す
る
効
果
的
な
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
の
事
例
紹
介
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
、
自
社
の

強
み
を
外
部
へ
発
信
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

受
講
者
は
講
師
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
有
意
義
な
講
習
会

と
な
っ
た
。

※
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果

…�

最
初
に
提
示
さ
れ
た
数
値
や
情

報
が
基
準
と
な
り
、
そ
の
後
の

判
断
や
意
思
決
定
に
影
響
を
及

ぼ
す
心
理
的
傾
向
の
こ
と
。

価格設定について説明する今井進太郎氏
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【
事
業
概
要
】

当
店
は
昨
年
二
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
、
本
場
・
香
川
県
の
味
を
楽

し
め
る
親
子
で
営
む
う
ど
ん
店
で

す
。
私
は
も
と
も
と
地
元
企
業
に

勤
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
料
理
や

食
べ
歩
き
、
人
と
接
す
る
こ
と
が

好
き
で
、
い
つ
か
地
元
・
大
崎
市

岩
出
山
に
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と

が
夢
で
し
た
。
地
域
の
過
疎
化
や

少
子
高
齢
化
に
よ
り
飲
食
店
を
は

じ
め
と
し
た
地
元
の
お
店
が
減
少

す
る
中
、
食
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と

の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
調
理
師
で
あ
る
息
子
と

と
も
に
創
業
す
る
こ
と
を
決
意
い

た
し
ま
し
た
。

開
業
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
親

子
で
香
川
県
の
う
ど
ん
学
校
で
基

礎
を
学
び
、
そ
の
後
、
息
子
が
人

気
店
で
修
業
を
積
ま
せ
て
い
た
だ

き
大
将
か
ら
お
墨
付
き
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岩
出
山

に
戻
っ
て
か
ら
も
、
親
子
で
う
ど

ん
打
ち
の
技
術
を
磨
き
、
出
汁
の

試
作
を
重
ね
、
よ
う
や
く
開
業
に

至
り
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
製
法
で
打
つ
麺

と
、
独
自
の
配
合
で
作
っ
た
出
汁

で
味
わ
う
う
ど
ん
を
中
心
に
、
地

元
産
の
美
味
し
い
お
米
で
握
っ
た

お
に
ぎ
り
や
い
な
り
、
地
元
産
の

野
菜
を
使
用
し
た
天
ぷ
ら
な
ど
を

ご
用
意
し
、「
こ
こ
だ
け
の
味
」
で

お
客
様
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

兄
が
地
元
で
商
売
を
し
て
お
り
、

旧
岩
出
山
町
商
工
会
の
青
年
部
部

長
や
理
事
を
務
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
開
業
に
あ
た
り
商
工
会
へ
相

談
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
は
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
自

己
流
で
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

商
工
会
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
計
画

の
内
容
で
は
利
益
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
が
分
か
り
、
商
工
会
職
員
の

方
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

計
画
書
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、

創
業
融
資
や
大
崎
市
の
創
業
補
助

金
の
申
請
な
ど
、
資
金
面
に
つ
い
て

も
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
活
用
し
た

情
報
発
信
や
、
日
々
の
記
帳
か
ら

決
算
・
確
定
申
告
ま
で
幅
広
く
支

援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

オ
ー
プ
ン
以
来
、
地
元
の
お
客

様
を
中
心
に
、
多
く
の
方
に
当
店

の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
当
店
が
今
後

十
年
、
二
十
年
と
末
永
く
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し

い
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
末
よ

り
金
曜
日
、
土
曜
日
限
定
で
、
宴
会

な
ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
夜
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一

月
か
ら
は
お
客
様
か
ら
ご
要
望
の
多

か
っ
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
も
始

め
、
よ
り
幅
広
い
お
客
様
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に

も
日
々
取
り
組
ん
で
お
り
、
二
月

か
ら
は
天
丼
の
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。
新
規
の
お
客
様
は
も
ち
ろ

ん
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
皆
様
に
も
、

「
メ
ニ
ュ
ー
選
び
の
楽
し
さ
」
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後

も
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
杯
一
杯
の
う

ど
ん
に
心
を
込
め
、
地
域
に
根
差

し
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
お
店
づ
く

り
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
お
近

く
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

地元食材を使用した人気メニュー
「福助セット」

新メニューの海老天丼

アットホームな店内

元気な事業所紹介

食を通して地域に貢献
～香川で磨いた技と地元食材で挑む　地域密着のうどん店～
自家製うどん福助　代表　内田　和佳　氏
所在地：〒989-6403　宮城県大崎市岩出山上野目字上川原53－15
ＴＥＬ：0229－25－3005

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

その他の共済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

(地震・水害等の被災時の事業継続を支援)

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

火災共済+
（あなたの財産を守る）

自動車共済

Instagramアカウント
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事
業
者
は
、
同
じ
事
業
や
商
品
を

何
も
変
え
ず
に
永
続
さ
せ
る
こ
と

は
物
理
的
に
不
可
能
で
す
。
例
え

ば
地
域
内
の
人
口
構
造
変
化
に
着

目
し
、
介
護
事
業
へ
の
進
出
や
、

飲
食
店
で
は
高
齢
者
も
操
作
・
注

文
し
や
す
い
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
、
い
ち
早
く
対
応
す

る
事
が
機
会
に
な
り
得
ま
す
。

■
⑥
認
識
の
変
化
を
と
ら
え
る

経
済
や
政
治
、
教
育
、
生
活
習

慣
な
ど
に
関
す
る
世
の
中
の
認
識

の
変
化
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

三
密
を
回
避
す
る
社
会
変
化
に
対

し
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
を
伸
長
さ
せ

た
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
浸
透
に
伴
い

農
業
生
産
の
過
程
で
発
生
す
る
Ｂ

級
品
を
、
訳
あ
り
食
材
と
し
て
提

供
し
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
取
り
組

み
と
し
て
展
開
し
た
り
す
る
こ
と

が
該
当
し
ま
す
。
こ
の
認
識
の
変

化
も
あ
る
程
度
予
測
・
把
握
し
や

す
い
機
会
で
す
。

気
を
付
け
る
べ
き
は
、
単
な
る

一
時
的
な
ブ
ー
ム
な
の
か
社
会
変

化
な
の
か
の
見
極
め
で
す
。
例
え

ば
一
時
期
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
が

流
行
し
ま
し
た
が
、
現
在
残
っ
て

い
る
の
は
本
場
台
湾
の
品
質
を
維

持
す
る
企
業
な
ど
一
握
り
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
カ
フ
ェ
、
焼
き

芋
、
学
習
塾
な
ど
、
各
種
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
事
業
は
一
時
の
流
行
に

乗
っ
た
も
の
も
多
く
、
見
極
め
を

要
す
る
点
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
⑦
新
し
い
知
識
を
活
用
す
る

青
色
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
見
な

ど
、
特
許
取
得
等
の
知
的
財
産
や

新
し
い
知
識
を
活
用
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
一
見
華
や
か

で
す
が
、
実
は
最
も
成
功
確
率
が

低
く
、
最
も
成
功
ま
で
に
時
間
を

要
し
ま
す
。
逆
を
言
え
ば
、
最
も

失
敗
し
や
す
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
言
え
ま
す
。

そ
の
理
由
は
二
つ
。
一
つ
は
、

知
識
を
考
え
つ
い
て
か
ら
製
品
化

す
る
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
途

方
も
な
く
長
い
こ
と
で
す
。
要
素

技
術
だ
け
で
は
世
の
中
に
展
開
で

き
ず
製
品
化
が
必
要
な
た
め
、
大

変
な
時
間
と
資
金
を
要
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
新
し
い
知
識
は
希

少
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
す

ぐ
に
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

（
必
要
と
さ
れ
る
）
わ
け
で
は
な
い

事
で
す
。
必
要
と
さ
れ
る
社
会
認

識
に
対
し
、
知
識
や
技
術
が
先
行

し
過
ぎ
る
と
需
要
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
発
明
家
は
、「
機
が
熟
す
」

の
を
待
つ
こ
と
に
な
り
、
事
業
化

タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
の
で
す
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ま
と
め

ド
ラ
ッ
カ
ー
の
示
唆
す
る
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
七
つ
の
機
会
」

は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

実
は
こ
の
内
容
は
、
四
十
年
以
上

前
に
執
筆
さ
れ
た
書
籍
で
示
さ
れ

て
お
り
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
指
摘
が

普
遍
的
で
あ
る
事
を
改
め
て
感
じ

ま
す
。
さ
す
が
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
神
様
」と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

さ
て
当
方
の
結
論
と
し
て
は
、

ま
ず
は
①
～
④
の
市
場
内
の
機
会

を
と
ら
え
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

・
顧
客
の
悩
み
の
徹
底
把
握

・
競
合
の
弱
み
の
徹
底
把
握

・
自
社
の
強
み
の
徹
底
把
握

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
把
握
し

た
機
会
を
、き
ち
ん
と
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
形
に
す
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
能
力
も
必
要
で
す
。

当
拠
点
は
強
み
の
把
握
か
ら
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
企
画
、
広
告
宣

伝
と
そ
の
後
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
構
築
ま
で
の
一
貫
し
た
経
営
支

援
が
得
意
で
す
。
ぜ
ひ
経
営
相
談

は
、「
社
長
の
挑
戦
を
支
え
る
パ
ー

ト
ナ
ー
。
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
」
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
佐

藤
創
で
す
。
本
コ
ラ
ム
で
は
小
規

模
事
業
者
こ
そ
実
現
で
き
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
事
業
成
長
に
つ
い

て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
最
終
回

は
引
き
続
き
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
七
つ
の
機
会
」を
説
明
し
ま
す
。

■
前
回
ま
で
の
振
り
返
り

前
回
ま
で
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
新
結

合
で
、
世
の
中
に
新
し
い
価
値
や

生
活
様
式
を
提
供
す
る
こ
と
や
、

七
つ
の
機
会
が
あ
り
そ
の
中
の
①

～
④
の
機
会
を
説
明
し
ま
し
た
。

①
予
期
せ
ぬ
成
功
と
失
敗
を
利

用
す
る

②
ギ
ャ
ッ
プ
を
探
す

③
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
る

④
産
業
構
造
の
変
化
を
知
る

⑤
人
口
構
造
の
変
化
に
着
目
す

る
⑥
認
識
の
変
化
を
と
ら
え
る

⑦
新
し
い
知
識
を
活
用
す
る

今
回
は
残
り
の
⑤
以
降
に
つ
い

て
説
明
し
、
最
後
に
振
り
返
り
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
⑤
人
口
構
造
の
変
化
に
着
目
す
る

前
回
ま
で
の
①
～
④
は
「
市
場

の
中
に
あ
る
機
会
」
で
し
た
。
⑤

以
降
は「
市
場
の
外
に
あ
る
機
会
」

と
い
う
点
が
異
な
り
ま
す
。

人
口
構
造
の
変
化
は
見
誤
り
よ

う
の
な
い
確
実
な
変
化
で
す
。
ま

た
そ
の
影
響
も
予
測
が
大
変
容
易

で
す
。
例
え
ば
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
に
よ
る
市
場
変
化
、
働

く
女
性
の
増
加
、
日
本
に
居
住
す

る
外
国
人
の
増
加
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
浸
透
や
Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の

移
行
な
ど
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
変
化
予
測
が
容
易
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
環
境
変
化
に
対

応
し
た
経
営
を
し
て
い
る
経
営
者

は
、
ぐ
っ
と
少
な
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ド
ラ
ッ
カ
ー

は
皮
肉
を
込
め
て
、「
人
口
構
造

の
変
化
が
起
業
家
に
と
っ
て
機
会

と
な
る
の
は
、
ひ
と
え
に
既
存
企

業
の
多
く
が
、
こ
れ
を
無
視
し
て

く
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
特
に
地
域
に
根
差
し
た

小
規
模
事
業
者
こ
そ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
成
長
戦
略
を

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
経
営
コ
ラ
ム
④
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実家の近くの白石川堤防には一目千本桜で有名な大
木の桜が並んでいる。この桜が絢爛に咲いている様子は、
今も目の前に映し出され、桜の花の前に立つ時や、心に
映り残っている数々の桜を手操る時、何故か胸がジーン
とする。華やかに咲き誇り、潔く散るからなのだろうか。
日本には四季があり、自然に親しみ生きる私達の心情を、
春の訪れとともに桜の花が揺さぶるからなのだろうか。
▶ 桜の花はなぜ美しい
幼少の頃、祖母に聞いた話である。昔は田んぼの神
様と見られていたようで、田んぼの中から眺める桜の遠
景は、残雪の蔵王とともに美しいものであり、それより少
し前には寒 と々した館山に点 と々咲く白いこぶしの花を、
種まき桜と言っていたそうだ。

他にも桜にまつわる素敵な話はいっぱいある。日米友
好の象徴であるワシントンD.C.の桜は、世界中からの観
光客を魅了している。福島県三春町の滝桜は姿の美し
さでは日本一と言われているが、それ以上に私は三春と
いう地名が気に入っている。梅、桜、桃が同時に咲くみ
ちのくの三つの春だからである。
桜の花に私達が心打たれるのは、桜の咲く季節は小

学校に入るところから始まり、卒業、就職、転属・転勤など、
桜の花の前で多くの人と出会ったり、別れたりしたこと
が大きいように思う。ビジネスシーンでは、このタイミン
グで次年度の計画を立てるのが一般的とされている。事
業全体を俯瞰し、長期的な視点で方向性を確認する良
い機会というわけだ。
春は、多くの人々が流動的になり、新生活のスタートや

目標設定の時期。人々の心も活性化され、新たな活力が
沸き、そして心が躍る季節でもある。さて今年は、どんな
人達と、どんな桜の花の情景を共有することができるのか、
今から楽しみでならない。

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～変化  先取り  ひと工夫  新たな事業活動にチャレンジ～

—ワンポイント経営アドバイス—

自由闊達

「Myじんけん宣言」とは、企業等が、人権を尊重する行動をとることを宣言することによ
り、誰もが人権を尊重し合う社会の実現を目指す取組です。

お問合せ先
仙台法務局人権擁護部第一課

電話：022-225-5739

詳しくはこちら → Myじんけん宣言 検索

「Myじんけん宣言」参加企業募集中！

企業等からの要望に応じて、人権研修を無料で実施しています。オンラインでの研修に
 も対応可能です。
その他、啓発冊子の配布・研修教材の貸出なども行っていますので、是非お問い合わせ

 ください。

法務省の人権擁護機関では、「ビジネスと人権」に関する様々な取組を行っています。

企業における人権研修をサポートします！

～法務局からのお知らせです。～

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮあゆみちゃん

人権擁護委員制度
広報キャラクター

たばみん
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TEL:022-392-8811　FAX:022-392-8812 仙台校 検索独立行政法人中小企業基盤整備機構
中小企業大学校仙台校

コースＮｏ．
日数 定員 受講料

工場管理者養成コース（第３２期） ２６－５１

18日 20名 182,000円 2026/7/1 ～ 2026/12/17

経営管理者養成コース（第３４期） ２６－５２

24日 20名 298,000円 2026/8/4 ～ 2027/1/22

経営キャラバンプログラム ２６－４９

2日 20名 44,000円 2026/11/26 ～ 2026/11/27

２６－１０

2日 30名 22,000円 2026/6/16 ～ 2026/6/17

２６－１９

2026/8/26 ～ 2026/8/27
2026/9/17

２６－１１

2日 15名 22,000円 2026/6/18 ～ 2026/6/19

２６－１３

2日 20名 22,000円 2026/7/7 ～ 2026/7/8

２６－０５

1日 35名 16,000円 2026/5/20

基本がよく分かる決算書の読み方講座 ２６－１４

3日 30名 32,000円 2026/7/8 ～ 2026/7/10

２６－０６

2日 30名 22,000円 2026/5/21 ～ 2026/5/22

生産現場改善のためのチームづくり ２６－１５

3日 20名 32,000円 2026/7/15 ～ 2026/7/17

２６－２１

2日 30名 22,000円 2026/9/8 ～ 2026/9/9

２６－０７

3日 35名 32,000円 2026/5/26 ～ 2026/5/28

２６－０８

2日 35名 22,000円 2026/6/3 ～ 2026/6/4

２６－０９

2日 30名 22,000円 2026/6/9 ～ 2026/6/10

２６－１８

2日 30名 22,000円 2026/8/19 ～ 2026/8/20

２６－２０

2日 30名 22,000円 2026/9/2 ～ 2026/9/3

２６－２２

2日 35名 22,000円 2026/9/10 ～ 2026/9/11

実践で学ぶ！部下指導の考え方・進め方 ２６－２３

3日 35名 32,000円 2026/9/28 ～ 2026/9/30

新任管理者研修（１） ２６－０１

3日 35名 32,000円 2026/4/14 ～ 2026/4/16

若手リーダーのステップアップ講座（１） ２６－０２

3日 35名 32,000円 2026/4/21 ～ 2026/4/23

中堅管理者研修（１） ２６－０３

3日 30名 32,000円 2026/5/11 ～ 2026/5/13

新任管理者のためのマネジメント研修 ２６－０４

3日 30名 32,000円 2026/5/19 ～ 2026/5/21

女性リーダー養成講座 ２６－１６

3日 35名 32,000円 2026/7/22 ～ 2026/7/24

２６－１７

3日 30名 32,000円 2026/7/22 ～ 2026/7/24

人
事
・
組
織

財
務
管
理

生
産
管
理

管理者・リーダーに求められる役割を理解した上で、部下指導や業績管理を中心とし
たマネジメントの基礎知識や具体的な実践方法について演習を交えて学び、職場の
活力と成果を高めるポイントをつかみます。【鯨井文太郎】

１日で学ぶ！はじめての経営数字
（仙台まちなかキャンパス）

若手現場リーダー研修
（仙台まちなかキャンパス）

はじめて学ぶ！５Ｓの考え方・進め方
（仙台まちなかキャンパス）

リーダーシップ強化講座（１）

部下指導のためのコーチング
（仙台まちなかキャンパス）

決算書の見方を理解し、経営状態や資金の流れ、収益構造を把握する勘所を理解
するとともに、客観的な評価である自社の「経営数字」を実務に活かす方法やポイン
トについて1日で学びます。【岩瀬学】

生産現場でチームの中心として業務を推進していくことが期待される若手現場リー
ダーを対象に、生産現場の問題点や現場改善の着眼点と考え方、業務を円滑に行う
ためのコミュニケーション手法について学びます。【藤尾翔太】

新任の営業担当者やスタッフを対象にして、顧客や場面に応じた効果的な営業活動
を行う上で必要となる基本知識や営業手法について学びます。また、自身の課題整
理や、今後の営業力を高めるためのプラン作りに取り組みます。【菅生將人】

中小企業の経営者や経営幹部を対象に、中小機構・中小企業大学校が有する企業や講師との
ネットワークを活かし、全国各地の経営事例を実際の企業に訪問して学ぶ移動型研修です。広
域・異業種の経営者と意見交換をしながら、新たな経営戦略立案への気づきや経営者ネットワー
ク構築を図ります。【吉成亮・浅野雅己(浅野撚糸㈱代表取締役社長)】

3日 20名 32,000円

はじめて学ぶ！営業活動のイロハ講座
（仙台まちなかキャンパス）

新規顧客開拓の考え方と進め方
（仙台まちなかキャンパス）

管
理
者
養
成

工場管理の基本に始まり、管理者の役割、生産性向上、コストダウン、納期確保、品
質管理などの手法を、講義や演習、グル－プごとの担当講師による個別指導で体系
的に学び、自社課題研究にも取り組み現場改革を担える工場管理者を養成します。
[3日間×6ヶ月]【高田忠直･佐藤直樹･赤木秀幸・添田英敬】
財務、人事、マーケティング、経営戦略、管理能力等を、講義やグループ演習、事例
研究で体系的に学び、担当講師による個別指導で自社課題研究に取り組むことで会
社の中枢を担う経営管理者を養成します。
[4日間×6ヶ月]【渡辺進也･新井美砂･久保道晴･菅生將人 他】

特に若手社員に向けて、自分の仕事へのモチベーションをマネジメントし、メンタルを
アップする方法や習慣、上手く自分のやる気やチャレンジ精神を育む方法を学びま
す。また、次世代のリーダーに求められる知識・スキル等を理解して、職場が活性化
されることを目指します。【飯山晄朗】

チームや組織での業績目標を達成していくために、「計画」「時間」「成果」の視点で業
務プロセスを管理する方法や、管理の仕組みを組織に定着化させていくための実践
ポイントについて、演習を交えながら具体的に学びます。【平井彩子】

生産現場における現場改善手法や改善活動を行うためのコミュニケーション手法を
学び、自社での改善活動を定着化させるための体制構築の方法について学びます。
【木下綾子】

マーケティングの基礎知識を理解した上で、事業活動を取り巻く社内外の環境分析
の進め方について事例を交えながら学んでいただき、マーケティングの視点から自
社の新規顧客を獲得していく具体策について検討します。[2+1日間のインターバル
研修]【佐藤康二】

決算書の仕組みや用語の意味、数字の流れを理解した上で、決算書から企業の経営体質
や今後の課題を読み解くポイントについて、モデルケースの決算書を用いた演習で実際の
企業活動との連動をイメージしながら、具体的に学びます。【鯨井文太郎】

人材育成の計画づくりと効果的な実践法
（仙台まちなかキャンパス）

はじめて学ぶ！ハラスメント&メンタルヘルス
（仙台まちなかキャンパス）

中小企業が限られた人材を“戦力”へと育成していくための視点や手法を理解し、強
い組織を作り上げるための人材育成の進め方について演習や事例を交えて学び、
現場での実践を十分に想定した自社の人材育成プランを検討します。【鯨井文太郎】

ビジネスのさまざまな場面で起こる問題の解決に的確に取り組むための論理的な視
点や思考法を理解した上で、柔軟な解決策を立案して着実な行動と成果につなげる
ための実践手順について、ケース演習や自社の職場の問題解決策の立案演習を交
えて具体的に学びます。【中野俊宏】

部下指導の基本的な考え方と、部下のやる気を引き出すコーチングを演習を交えて
学ぶとともに、部下育成プランの作成に取り組みます。【中野俊宏】

管理者に求められるリーダーシップの知識・スキルを理解し、効果的に発揮する方法
について、演習を交えて学びます。【飯山晄朗】

現場でのムリ・ムダ・ムラを発見し、整理・整頓・清掃・清潔・躾（5Ｓ）と見える化を実現
する手順を学びます。また、自社で実践する際の５S活動のステップや現場改善と改
善活動の定着手法を身に付けます。【古澤智】

雇用を取り巻く最新事情と働き方の変化を理解した上で、働きやすい職場環境づくり
につながるハラスメント対策、メンタルヘルス対策、健康増進等の重要性を事例を通
して学ぶとともに自社での今後の取り組みを検討します。【柳沢隆、庄司順子】

「心理的に不安な状態」を理解し、まずは自分自身の不安への対処法を知り、そして、部下
が安心して動ける「場」や「しかけ」を具体的に学びます。これらを通して、「働き甲斐のある
職場」そして「成果が出るチーム」の実現を目指します。【鯨井文太郎】

　注）日程・講義内容等は都合により変更する場合がございます。　

管理者に求められる役割について理解した上で、管理者として必要となるマネジメン
トの知識・スキルを学び、自身にあったリーダーシップのスタイルを把握し、その発揮
に向けたアクションプランの策定に取り組みます。【波多野卓司】

職場の若手リーダーが企業の発展を支える「自立型人間」へと飛躍するために、自
身の将来の理想像を思い描き、その実現に必要となる前向きな考え方や行動につい
て、演習を交えながら具体的に学びます。【古林恵美】

心理的安全性の高い組織づくり
（仙台まちなかキャンパス）

中堅リーダーのビルドアップ講座(チームビルディング編)

（仙台まちなかキャンパス）

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

階
層
別

はじめて学ぶ！実践的仕事管理術
（仙台まちなかキャンパス）

はじめて学ぶ！ロジカルシンキング
（仙台まちなかキャンパス）

若手リーダーのためのモチベーションマネジメント
（仙台まちなかキャンパス）

単なる個の集団ではなく、成果を出すためのチームのつくり方を学び、職場に戻って
チームづくりを実践するための課題整理と行動計画の作成に取り組みます。
【古波倉正嗣】

新任管理者から中堅管理者へと脱皮し、より高いマネジメント能力を得るために、基
本となるマネジメントスキルに加え、職場で起きる問題に対応できる応用力を身につ
けます。また、中堅管理者として、自身の成長を組織に波及させていくためのアクショ
ンプランを作成します。【佐藤康二】

部下指導の基本的な考え方を理解した上で、部下の自発性や創造性を柔軟かつ効
果的に引き出すための指導の実践法について、さまざまな演習を交えて幅広く学び
ます。【溝井伸彰】

女性リーダーや若手女性社員が職場でイキイキと働き、信頼されるリーダーへと成
長を遂げていくために必要なビジネススキルの向上策について、演習を交えながら
実践的に学びます。【安部博枝】

研修
分野

テ－マ　
内容

期間

中小企業大学校仙台校　２０２６年度 上期　研修のご案内
人材は、磨いて初めて 「人財」 になります。 成長が期待される時代。御社の発展のため、仙台校をご活用ください。

申 込

企
業
経
営

・

経
営
戦
略

営
業
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

NEW

NEW

NEW
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が
行
わ
れ
た
。

「
龍
笛
」「
篠
笛
」「
蝦
夷
の
笛
」

と
い
う
三
種
類
の
横
笛
を
用
い
て
、

「
越
天
楽
」「
荒
城
の
月
」「
も
の

の
け
姫
」「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ

レ
イ
ス
」
等
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

会
場
に
穏
や
か
な
時
間
を
も
た
ら

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、『
相
手

と
同
じ
方
向
か
ら
物
事
を
み
る
こ

と
』
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
。」

「
横
笛
の
演
奏
を
聴
い
て
心
が
洗

わ
れ
た
。」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
懇
談

会
と
な
っ
た
。

去
る
二
月
十
二
日
、
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
仙
台
を
会
場
に
八
十
三
名

の
女
性
部
員
参
加
の
も
と
、
商
工

会
女
性
部
正
副
部
長
等
研
修
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、俳
優
・
コ
メ
デ
ィ

ア
ン
の
桑
山
元
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
商
売
に
活
か
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
～
す
ぐ
使
え
て
、

し
っ
か
り
伝
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
～
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。

桑
山
氏
は
、
ニ
ュ
ー
ス
に
特

化
し
た
コ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
「
ザ
・

ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」
に
十
九
年

間
所
属
し
、
五
百
～
千
人
規
模
の

劇
場
で
年
間
百
ス
テ
ー
ジ
以
上
の

講
演
を
重
ね
て
き
た
経
験
を
持

つ
。
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
難
し
い
題

材
を
「
分
か
り
や
す
く
」「
面
白

く
」
伝
え
る
こ
と
に
一
貫
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
桑
山
氏
な
ら
で
は

の
視
点
か
ら
、
実
践
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
が
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
ぺ
ア
ワ
ー
ク

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
践
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
参
加
者

は
楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
て

い
た
。

第
二
部
で
は
、
大
崎
市
を
拠
点

に
横
笛
奏
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
山
下
進
氏
に
よ
る
横
笛
演
奏

和と洋の名曲を織り交ぜて
演奏を披露する山下進氏

若い世代とのコミュニケーションについて
説明する桑山元氏

若手経営者のネットワークを築き、
地域社会に貢献しませんか？

― 青年部員募集中！―
商工会青年部は、45歳以下の若手経営者・後継者が集
まり、学び・交流し・地域を盛り上げる組織です。 事
業の規模や業種は問いません。前向きに活動したい方、
大歓迎です。
◇活動内容
・経営力アップのための研修会・講習会
・地域イベントの企画・運営
・異業種交流・ネットワークづくり 
・社会貢献活動 

◇メリット
・経営の悩みを気軽に相談できる仲間ができる
・新しいアイデアや視点に触れられる
・地域での知名度・信頼度が高まる
・自分自身の成長につながる経験が得られる

青年部員加入資格
商工会の会員又はその親族、若しくはその後継者
と認められる者であり、かつ、その会員の営む事業
に従事する者であって、年齢45歳以下の者

詳しくは、お近くの商工会までお問い合わせください。
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協会けんぽの加入者・事業主の皆さまへ

元気に働き続けるためには日々の健康が大切です。
健診を受診して、疾病を早期発見することは、将来的な医療費の節約につながります。

令和8年3月分(4月納付分)より、協会けんぽ宮城支部の

健康保険料率と介護保険料率（全国一律）が変更となります

お問い合わせ先 ： 協会けんぽ宮城支部 企画総務グループ（ 022-714-6850 ※音声ガイダンス「4」を選択ください）

10.11％

1.59％
10.10％ 1.62％

※健康保険料率は0.01％引き下げ、介護保険料率は0.03％引き上げとなります。

健診について
詳細はこちら▼


